
第３学年〇組 数学科学習指導案
指導者 〇〇 〇〇

（福岡市立〇〇中学校）

１ 単 元 三平方の定理

２ 指導観

○ 本単元で学習する三平方の定理は人々の生活と深い関わりのある有名な定理である。ユーク

リッド空間における距離を規定し，代数的な観点，幾何的な観点の両面から捉えることができ，

数学的な美しさや定理の有用性を感得できる内容である。また，長さを求める方法が増えたこ

とで図形についての見方や考え方をさらに深めることができる内容である。

本単元のねらいは，三平方の定理の意味を理解し利用することで，平面図形，空間図形にお

いて長さや面積，体積を考察できるようになることである。さらに，これまで解決できなかっ

た身の周りの図形に関する事象に定理を活用して解決しようとすることである。学習内容は，

三平方の定理，定理の意味と証明，三平方の定理の逆，定理の利用などがある。この学習を通

して，生徒は平面図形や空間図形，文字式の計算，平方根，２次方程式などの図形や数式など

を統合させて様々な課題に取り組むことができるようになる。また，意見を交流することで，

自己の考えを数学的な表現で他者に伝え，他者の考えから自己の考えを比較・検討することが

でき，その中で論理的な考察ができるようになる。これらのことは，数学的な考え方をさらに

深め，自分の考えを相手に伝える力を高めあえることからもたいへん意義がある。

○ 本学級の生徒は，基本的な内容の理解ができており，与えられた課題には熱心に取り組むこ

とができる。図形に関するアンケートを実施して生徒の興味・関心を調査した。その結果，「図

形の学習は好きですか」という質問には５１％の生徒が「他の学習と比べると好き」と答えて

いる。理由としては，「面積や体積，角度を求めることがおもしろい」「いろいろな方法で考え

ることができる」「作図が楽しい」などである。一方で，２８％の生徒が「あまり好きではない」

と答えている。理由としては，「証明したり説明したりすることが苦手」というものがほとんど

であった。また，「どのような説明だとわかりやすいですか」という質問に対しては，「図をか

いて説明してもらうとわかりやすい」という内容がもっとも多かった。「友だちに説明するとき

は図をかくように心がけている」という内容の記述があった。このことから，生徒が課題解決

をはかるとき内容をイメージできるような図を用いて進めていきたい。生徒は，これまでに図

形の性質の証明，平行線についての長さの比を学習をしている。生徒たちの中には，課題解決

の方法を生徒同士で教えあう姿が見られる。しかし，授業の中では自己の考えを表現すること

に関して積極性がなく，答えがあっていればいいという考えの生徒も見られる。この単元を通

して，筋道を立てて自己の考えを説明できるようになることや，他者の説明を聞き，自己の考

えと比較・検討ができるように指導していきたい。

○ 本単元の指導にあたっては，三平方の定理をあたえるのではなく，操作活動を通して生徒自

らに気づかせたい。また，自らの考えを表現した入り，お互いの思考過程を共有し合ったりす

る交流の場を多く設定し，数学的な見方や考え方を深めさせる。そのためにまず，半径が違う

様々な円を作図させる。ここでは，半径と円周上の座標の関係を探り，その間に成り立つ規則

性を自ら発見させて三平方の定理に興味や関心をもたせる。その際，表を用いて規則性に気づ

かせるようにしたい。次に，三平方の定理の意味や証明の仕方について考えさせ，定理を使っ

た直角三角形の辺の長さを求める方法を理解させる。ここでは，進んで証明の仕方を考えさせ

るために，視覚的にとらえられる図形を使う。その際，様々な証明があることを紹介し証明へ

の興味をもたせる。さらに，三平方の定理の逆が成り立つことを理解させる。ここでは，３辺

の長さの関係によって直角三角形になるかどうかが決定されることを具体的な辺の長さから判

断させる。最後に，図形の計量において三平方の定理を活用して考えさせる。ここでは，解決

の手段として三平方の定理が利用できるように，図形のどの位置に直角三角形ができるかを見

いださせたり，補助的に作りだすことができるかを考えさせたりする。その際，自己の思考過

程を表現させ，一人一人の考えを出し合わせて交流させる。また，自己と他者との考えを比較

・検討させ，数学的な考え方を深めさせていくことにつなげていきたい。



３ 単元の指導目標

観 点 評 価 規 準

数学への ・直角三角形の３辺の長さの関係に関心をもち，三平方の定理を進んで見い
関心・意欲・態度 だそうとする。

・三平方の定理のよさに気づき，その証明について進んで調べようとする。
・三平方の定理を平面図形や空間図形の計量に活用しようとする。

数学的な ・直角三角形の３辺の長さの間に成り立つ関係を見いだし，考察することが
見方や考え方 できる。

・三平方の定理の定理の意味や証明の仕方を考察することができる。
・平面図形や空間図形の中から直角三角形を見いだし，三平方の定理を用い

て考察することができる。

数学的な ・三平方の定理を用いて，直角三角形の辺の長さを求めることができる。
表現・処理 ・三平方の定理を利用して，図形の長さや面積，体積を求めることができる。

数量，図形などに ・三平方の定理や三平方の定理の逆を説明できる。
ついての ・三平方の定理を用いて，直角三角形の辺の長さを求める方法を説明できる。

知識・理解

４ 単元の指導計画（ 総時間数１５時間 ）

次 時 主な学習活動・内容 主な指導・支援上の留意点 評価規準（評価方法）

一 ２ １ 三平方の定理が成り立つ ○ 円の半径と座標の間にある規 関：円と座標の関係に
ことを見いだす。 則性を探らせる。 関心をもち，三平方
・円の半径と座標の間にあ ○ 対応表を用いて関係をとらえ の定理を進んで見い

る関係 興味・関心を高めさせる。 だそうとする。
・三平方の定理 ○ 交流活動によって他者の意見 （様相チェック）

を聞きプリントにまとめ自己の 考：円と半径の間に成
考えを深めさせるような場面を り立つ規則性に気づ
つくっていく。 き，考察することが

できる。
（プリント分析）

二 ６ ２ 定理の意味を理解し証明 考：三平方の定理の意
について考える。 味や証明の仕方を考

(1) 定理の意味を理解する。 ○ 証明では直観的にとらえさせ 察することができる。
・直角三角形の３辺の長さ たり，紙を切り抜いて貼り合わせ （発言チェック）

の関係 て考えさせたりして関心をもたせ （ノート分析）
(2) 証明について考える。 る。 関：三平方の定理のよ

・三平方の定理の証明 ○ 様々な証明方法があることを さに気づき，その証
・多様な証明方法 伝えて定理の重要性や興味をも 明を進んで考えよう

(3) 定理を用いる。 たせる。 とする。
・直角三角形の辺の長さ ○ 45°や60°の角をもつ直角三 （様相チェック）
・特別な直角三角形の辺の 角形の辺の長さを定理を使って （プリント分析）

比 求めさせる。 知：直角三角形の辺の
長さを三平方の定理
を利用して求めるこ
とを理解している。

（小テスト分析）

三 ２ ３ 三平方の定理の逆が成り ○ ３辺の長さの関係によって直 知：三平方の定理や三
立つことを理解する。 角三角形になるかどうかが決定 平方の定理の逆を説
・定理の逆 されることを理解させる。 明できる。

（発言チェック）
（テスト分析）



四 ５ ４ 三平方の定理を利用す ○ 三平方の定理を利用すること 表：図形の長さや面積，
る。 によって平面図形や空間図形の 体積を三平方の定理

(1) 平面図形に利用する。 計量，また図形の性質の考察が を利用して求めるこ
・平面図形の線分の長さや 深まることを認識させる。 とができる。

面積 （ノート分析）
(2) 空間図形に利用する。 ○ 空間図形の中から直角三角形 （テスト分析）

・空間図形の線分の長さ をとりだして考えさせる。その 関：三平方の定理を平
・すい体の高さ，表面積， とき，どの辺が斜辺になるか考 面図形や空間図形の

体積 えさせる。 計量に活用しようと
○ 自己と他者との考えを比較・ する。

検討させ，お互いの考えを深め （様相チェック）
させる。 （プリント分析）

考：平面図形や空間図
形の中から直角三角
形を見いだし，三平
方の定理を用いて考
えることができる。

（発言チェック）
（テスト分析）

５ 本 時 平成２１年度１０月７日（水） 第５校時 ３年〇組教室 計画１／１５
(1) 本時の指導観

本時では，三平方の定理の導入として，円を作図し半径を調べ，円の半径と座標の間に潜む関係
について探らせ，次時の直角三角形の辺の長さの関係につなげていくことをねらう。そのためにま
ず，コンパスを用いて座標平面の原点を中心する円を作図させる。ここでは，異なる大きさの円を
できるだけ多く作図させ，円周上にある格子点の数を調べさせる。その際，作図が進まない生徒に
はコンパスの針を原点に鉛筆を格子点上において円を作図すればいいことを指示する。次に，作図
した円の半径を調べて意見交流させる。ここでは，すぐに円の半径がわかるものは半径を書き込ま
せる。その際，半径がすぐには分からないものについて半径を求める方法を平方根の導入の学習内
容を想起させ，生徒自身に気づかせる。さらに，格子点の座標と円の半径の間に潜む関係について
考え，気づいたことを交流させる。ここでは，対応表をつくって３つの数字から考えられる関係を
見いださせる。その際，発見した関係についてどの円についても成り立つことを確認させる。最後
に，本時の学習を振り返って本時に分かったこと，疑問点などを確認し，次時の学習内容につなげ
ていく。

(2) 主 眼
○ 方眼紙上にできた円の半径を進んで調べようとする。
○ 円の半径と座標の間に成り立つ関係を見いだす。

(3) 準 備
①学習プリント ②コンパス ③定規 ④方眼紙（模造紙） ⑤問題（模造紙）
⑥めあて（模造紙）



(4) 過 程

学習活動・内容 準備 手だて（○）と評価（◆） 形態 配時

１ めあてを確認し，問題を把握す 一斉 １４
る。

(1) めあてを確認する。 ⑥

格子点を通る円の秘密を探ろう

(2) 問題①を把握する。 ⑤
【問題①】
コンパスを使って原点を中心とする円をかいて格子点の数を調べてみよう。

(3) コンパスを使って格子点を通る ①② ○ 円を作図させるときは，円の中 個
円を作図し，格子点の数を調べる。 心が必ず原点にくることを確認
・格子点の数が４，８，１２にな し，できるだけ多く円をかかせる。

る円 ○ 作図が進まない生徒に対しては
・円周上の格子点の数の関係 格子点に鉛筆をあわせて円をかく

よう指示する。
２ 問題②を把握し，円の半径を調 ○ 格子点の数によって半径がすぐ 一斉 １５

べ，グループで意見交流する。 わかる場合とわからない場合があ
(1)問題②を把握する。 ⑤ ることに気づかせる。

【問題②】
円の半径を調べてみよう。

(2) 円の半径を調べて図に書き込 ① 個
む。 ○ 円の半径を一辺とする正方形が
・半径がすぐに分かる場合 大きくなれば面積を求めることが

半径が１，２，３，４，５･･･ 複雑になるため，簡単な方法がな
・半径がすぐにわからない場合 いか考えさせる。
〈すぐに分からない円の半径の求 ○ 困っている生徒には平方根の学

め方で予想される生徒の反応〉 習内容を想起させ円の半径を求め
・定規を使って円の半径を求める ③ る方法がないか気づかせる。
・円の半径を一辺とする正方形の ④ ○ 交流の場をもうけ，自己の考え

外側にさらに正方形を作図し と比較・検討させる。
て，その面積から４つの直角三 ◆ 半径を進んで調べようとして
角形の面積をひき,残った正方 いるか。 〈様相チェック〉
形の面積から半径を求める

(4) 円の半径を求める方法をグルー グル
プで交流する。 ープ
・自己の考えと比較・検討 ↓

一斉
３ 格子点を通る円の半径と座標の １７

関係を探り，グループで意見交流
する。

(1) 関係を探る。 ① ○ 座標と半径の数字を縦に並べて 個
・対応表を利用して規則性を見い 対応表をつくり，３つの数字の間

だす の規則性を考えさせる。
〈予想される生徒の考え〉 ◆ 座標と円の半径の間に成り立つ
・χ座標とｙ座標をそれぞれ２乗 関係を見いだそうとしているか。

したものの和は半径の２乗 〈発言チェック〉
(2) グループで交流する。 〈プリント分析〉 グル

・自己の考えと比較・検討 ○ 発表を聞きプリントにまとめ ープ
させ自己の考えと比較・検討する

４ 本時の学習を振り返り，次時の 機会をあたえ自己の考えを深めさ 一斉 ４
学習内容の確認をする。 せる。
・分かったことや疑問点
・次時に学習する内容



数学 ワークシート

３年（ ）組（ ）番 氏名（ ）

【問 題】

コンパスを使って原点を中心とする円をかいて格子点の数を調べなさい。

今日のめあて

○ 場合の求め方

《自分の考え》 《みんなの考え》

○ ３つの数に潜む関係とは・・・

《自分の考え》

《みんなの考え》













自 己 評 価 票
３年（ ）組（ ）番 氏名（ ）

○今日のめあて 「 」

評価内容 自己評価

① 方眼紙にできた円の半径を進んで考えようしました ５ ４ ３ ２ １

か。

② 座標と円の半径の間に成り立つ関係について考えよ ５ ４ ３ ２ １

うとしましたか。

③ みんなの意見をしっかり聞くことができましたか。 ５ ４ ３ ２ １

④みんなの意見を聞いて自分の考えを広めることがで ５ ４ ３ ２ １

きましたか。

○今日の授業で分かったことを書いてみよう。

○今日の授業で疑問に感じていること，次の時間に学習したいことを書いてみよう。
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